
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１１月６日              NO,２７８ 

 

 白沢の岩室から園原に入るには、 

片品川に沿った崖に道があり、危 

険な場所でした。 

 奥崎新道ができ、人の往来は多 

くなったものの、一歩間違えれば 

千尋の谷に転落しかねないため、 

交通守護の神として、多くの参拝 

者が訪れたといわれています。 

 日清・日露、第２次世界大戦な 

どの戦争の時には、武運長久を祈 

願する出征兵士や家族が多くおと 

ずれたともいわれ、ダムの建設で湖底に沈むことになったた

め、現在の場所に移されました。 

                  園原ダムは、利根川流

域の総合的な治水など

を目的に計画され、昭和

40 年（１９６５）に完

成しました。 

                  また、園原ダムの水を

隧道で白沢発電所に送

り、発電にも活用されて

います。 
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 ６年前から５カ年でおこなわれた、「太陽光発電 実

証の杜 北杜サイト太陽光発電所」（写真）は、６ヘク

タールの土地に２００枚の太陽光発電のパネルを設置

し、発電能力などをそれぞれのパネルについて調査する

というものです。 

            北杜市がこの施設を誘致す

ることができた背景には、市

長が自然エネルギーの導入な

ど、自然エネルギーを生かし

たまちづくりに取り組んでき

たことがあげられます。 

 隔年でおこなわれている西原新町の文化祭が、１０月

２９日・３０日に西原区会館で開かれました。 

 文化祭には、手芸、絵画、書道、写真、俳句・短歌な

ど多数の作品が展示されました。 

 まもなく結婚する子どものため 

にお母さんがつくった、ウエディ 

ングドレスが展示され、訪れた人 

の注目を集めました。 

 沼田市では、学校や幼稚園、保育園、公園などの放射線量を測定し、放

射線量が毎時１マイクロシーベルトを超えた（文部科学省が示した校庭な

どの除染基準）、３０施設の７６カ所で除染をはじめます。 

 沼田市では、１０月１３日～２６日にかけ、学校 

や幼稚園、保育園、公園などの空間放射線量を測定 

し、基準を超えた場所の除染をおこないます。 

 雨水がたまりやすい場所や側溝などで、基準を超 

える数値が出た場所があり、土砂などを取り除き、 

容器に入れ、その施設内に埋めて一時保管すること 

にし、除染作業が終わるまで、高い場所の立ち入り 

を制限しています。 

 「TPP 交渉参加に反対し日本の農業・くらしを守る群馬県民集会」が 10

月３１日、前橋市内で開かれ、JA 群馬中央会など農業団体や県医師会、県

消費者団体などから２２００人が参加しました。 

 集会では、JA 群馬中央会の会長や県消費者団体連絡会会長のあいさつ、

県医師会会長のメッセージが代読されました。 

 集会に先立って、JA 群馬中央会青年部や県農民運動連合会などが、トラ

クターや軽トラックで市内をデモ行進しました。 


